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電子計算機システムの変更が図書館
　　　機械化システムに与える影響

The　Effect　on　the　Mechanized　Library　System

　　　　　　　Caused　by　Changes　in　Computers

細　　野　　公　　男

　　　　Kimio　Hosomo

Rgsumg

　　　　Since　computers　were　introduced　to　the　library　data　processing，　these　powerful　machines

had　tremendous　influence　on　the　libraries．

　　　As　the　result，’pros　and　cons　of　library　automation　are　discussed　in　many　books　and　papers．

But　there　are　relatively　few　articles　which　deal　with　the　problems　caused　by　changes　in　com－

puters．

　　　　It　is　usual　that　many　libraries　have　no　own　computers　and　are　using　ones　that　are　beyond

their　control　（for　example，　campus　computer　center）．　This　means　libraries　are　only　one　of　users，

and　it　is　likely　that　changes　in　computers　occur　without　any　consideration　of　the　libraries．

　　　Changes　in　computers　force　the　library　to　convert　data　and　programs　processed　in　the

superseded　computer　system　to　fit　in　the　new　one．　Sometimes　even　reprogramming　becomes

necessary．

　　　One　of　the　most　important　features　of　library　data　processing　is　its　continuity．　Therefore

conversion　or　reprogramming　must　be　done　without　any　interruption　and　delay　of　scheduled

data　processing．　Also　conversion　or　reprogamming　necessiates　much　money　and　time．　There－

fore，　mechanized　library　system　receives　strong　infiuence　by　changes　in　computers．

　　　This　paper　describes　the　influence　and　accompanying　problems，　discussing　probable　solutions

to　these　problems．
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　　　結語

序

　電子計算機（以下電算機と略称）が図書館業務の種々

な側面に適用されて以来，この強力な新しい技術は，図

書館活動に大きな影響を与えてきた。

　情報量の著しい増大，情報ニーズの多様化，情報サー

ビス提供の迅速化の要求，人件費の高騰など図書館を取

り巻く社会環境の変化と，図書館への電算機の導入を，時

代を先取りするものと考える見方とが，電算機の導入を

もたらしたといえる。

　図書館機械化システムは，上記の要件に応えうるもの

であるはずだが，現実には，手作業システムでは生じなか

ったいろいろな新しい問題が生じており，そのため，機械

化システムに固有な利点および問題点，さらにはこれら

を総合して，機械化システムの全体的な有効性について，

幾多の論議がなされている。

　それらのうち，稼動中の機械化システムが，電算機の

新機種導入，あるいはシステム・プログラムのヴァージョ

ン・アップによって，新システムに移行する際の問題点に

ついては，これが機械化システムにおいて必然的に生じ

る問題であるにもかかわらず，あまり論議されていない。

　従って本稿では，電算機システムの変更によって機械

化システムに生じる問題点を取り上げ，その考察および

解決方法について論ずる。

1．図書館業務の電算機処理

　図書館業務のなかで電算機処理が行なわれているもの

には，冊子体目録，目録カード，あるいは総合目録の作成，

受け入れ業務，貸出し業務，逐次刊行物の受け入れ業務

および所蔵リストの作成，情報検索，会計業務などがあ

げられるが，これらの機械化システムは，各図書館の電

算機利用体制，業務の手順，処理されるデータの特色な

どを考慮して，開発されている。

　A・図書館におけるデー・・一・タ処理の特色

　図書館で処理されるデータは，以下に示すように，電算

機処理が行なわれている他の分野におけるデータとは，

異なった特色がある。

　1．　データ量が多く，しかもデータの寿命が長い。

　例えば，目録データのレコード数は，大図書館の場合に

は100万を越え，新規図書の購入によって毎年新しい目

録データが追加される。しかも古い図書に対する目録デ

ータは，その図書の主題によって差異があるが，新しい

目録データとほぼ同様な重要性を維持している。一方他

の分野におけるデータは，航空機あるいは列車の座席予

約など…過性のものが多く，最新のデータのみが有用で

あり，またデータの増加量も，目録データに比較すればた

いしたものではない。貸出し業務における利用に関する

データは大部分一過性であるが，その他の図書館業務に

おけるデータは，大体永続的なものである。

　2．　データが一般に可変長である。

　電算機でデータ処理を行なう場合には，個々のデータ

の長さが一定，つまり固定長データである方が処理は容

易である。ところが図書館業務におけるデータ処理で

は，貸出し業務でしばしば固定長データが使用されるこ

とを除外すれば，一般にデータの長さは可変長である。

　例えば，目録データを構成する出版事項および対照事

項の長さは，どのデータでも大差がないが，その他の書誌

的事項，つまり著者名，書名，各種の注記，トレーシング

等の長さは，個々の図書によって千差万別で，非常に長

い場合もあれば短い場合もある。従って，目録データの

長さを一定にするには，適当な長さの所で書誌的事項を

切り捨てるか，あるいは可能な限り1レコードを長くす

ることが考えられる。しかし前者は，書誌的事項の適切

な記述を求める伝統的な目録作成方針とは対立する。他

方，後者は電算機システムの記憶装置を無駄に使用する

ところに問題がある。これは多量のデータを蓄積しなけ

ればならない機械化システムにとっては，大きなマイナ

スである。この様な事情から，図書館業務では固定長デ

ータよりも，処理が複雑な可変長データが中心となる。

　3．入力データの種類，形式が一定でない事がある。
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一般に電算機処理の対象となるデータは，電算機の利用

を考える時点で，その種類および内容がきちんと決めら

れるのが通例である。例えば，列車の座席予約において

は，月日，列車番号，座席番号など処理の対象は明確であ

り，また形式も一定である。ところが逐次刊行物の受け入

れ業務では，図書館の意向に関係なく，刊行物名，巻号表

示，発行頻度などが変更されることがある。さらに，逐次

刊行物の到着が必ずしも順序通りとは限らず，また発行

間隔も一定ではない。従って機械化システムが円滑に稼

動するためには，このような入力データの不安定さに，充

分対処しうるものでなくてはならず，どうしても処理の

複雑なシステムとなる。逐次刊行物の処理システムの開

発がなかなか困難iであるのは，このような理由からであ

る。

　4．データ処理が複雑である。

　すでに述べた1から3までの事項から，図書館におけ

るデータ処理はどうしても複雑になり，このため機械化

システムの開発には，図書館業務に対する充分な理解が

必要となる。

　5．データ処理そのものが中心的業務である。

　図書館業務においては，データ処理は最も重要な業務

の一つである。資料の受け入れ，目録，分類貸出し，

所蔵リストの作成，その他資料の作成など，図書館業務全

体に対するデータ処理の重要さは，他の業種に比較して

非常に大きく，データ処理の中断あるいは停滞が与える

悪影響は，測り知れないものがある。

　6．データ処理に長時間を要することが多い。

　図書館業務におけるデータ処理は，科学計算，事務計算

と異なり，データの更新あるいは編集作業が中心であり，

出力量も多い。そのため一般に処理時間は長い。

　図書館ではデータ処理そのものが中心的業務であるた

め，データ処理の方法およびその手順は，各館固有のもの

が多い。さらにデータ処理の複雑さと相まって，機械化

システムは各館独自のものとなりやすく，標準的な機械

化システムの開発，および既存の機械化システムの借用

あるいは応用は，なかなか困難である。

　B・電算機システムの利用体制

　図書館が業務の電算機処理を行なう場合の電算機の利

用体制として，次の3つが考えられる。1）

　1．　図書館が属する機関の，電算機部門の電算機を使

　　　下する。

　例えば，大学図書館の場合には，大学付属の電算機セ

ンタ’一の使用が考えられる。この方針の利点は，電算機

オペレータはもちろん，場合によってはシステムズ・ア

ナリストおよびプログラマーを，機械化システムの新規

スタッフとして雇用する必要がないことと，電算機シス

テムの運営・保守に係わる必要もないことである。他方

欠点は，電算機使用のスケジュールが，電算機部門によ

って決められ，図書館はそれに合わせてデータ処理を行

なわねばならないことと，電算機システムを他の利用者

と共同利用するため，使用に関して優先権が得られると

は限らないことである。特に電算機の利用が集中する時

期では，比較的長時間の処理を必要とする図書館業務は，

後回しにされることがあり，業務のスケジュー…一・ルに支障

をきたすことがある。また，電算機システムが変更され

る場合に，一利用者としての図書館の意向が，反映される

可能性は少ない。

　2．外部の電算機センターを利用する。

　図書館を一構成要素とする組織が電算機を所有してい

ない場合，あるいは所有していてもそのシステム構成が

図書館業務に適合しない場合には，外部機関の利用が考

えられる。一般に一時的な利用であり，永続的な利用は考

えられない。利点および欠点は1の場合と同様である

が，利用スケジュールの確立は1より’も困難iであり，シ

ステムの変更に際しては，何んらの影響も及ぼすことは

出来ない。

　3．　図書館独自で電算機を保有する。

　この方針の利点は，業務スケジュールに合わせて自由

に電算機を使用することができること，および図書館の

データ処理に適した電算機システムの構成ができること

があげられる。他方欠点としては，電算機システムの設

置・据え付け，稼動および保守に多額の費用を必要とす

ること，オペレータ，プログラマー，システムズ・アナリ

ストなど新規職員を必要とすること，電算機システムの

円滑な運用を行なうための管理機構が必要なことなどが

あり，財政，人事，運営の面で新しい経営，管理業務が

必要となろう。

II．機械化システムの利点と欠点

　機械化システムの利点および欠点に関しては，多くの

論文でいろいろの観点から扱われている。特に利点につ

いては，電算機システムの開発・導入を扱った論文では，

例外なく言及されている。ここで利点と欠点とを一応ま

とめてみると，利点としては，

　1．一回のデ・・・・…タ入力から，いろいろなデータの作成

　　　が可能である。
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3．
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多量のデータ処理を，迅速に行なうことが可能で

ある。

人件費の節約が可能である。

などがあげられる。例えば，逐次刊行物処理システムで

は，到着した逐次刊行物に関する書誌的データがシステ

ムに入力されると，これらのデータから，未着刊行物の有

無を明らかにすることが可能であり，また，逐次刊行物の

所蔵リストの作成，およびその改訂も容易である。さらに

製本の指示も可能となる。一般に逐次刊行物所蔵リスト

の更新は，データ量の多さから，人力では長期間の作業を

必要とするため，リストの発行は時機遅れとなりやすい。

他方電算機では短時間に処理が行なわれるので，Cali－

fornia大学Los　Angeles校の生医学図書館のように，

週末を除いて毎日新しい所蔵リストを出力することが可

能となる。また数十万件に及ぶ論文中から，利用者の求め

に応じて適合文献を探索する情報検索も，電算機の活用

によって初めて可能になったものである。さらに電算機

を利用した図書館ネット・ワークの設立は，人件費の節約

を部分的には可能にする。例えばOCLCの設立によっ

て，その参加館における目録係の人員は，全体として大幅

に減少したといわれている。以上の例から，電算機の導入

によって生じる利点は，情報サービスあるいは図書館業

務の質の向上であると要約できる。

　他方機械化システムの欠点としては，

　1．導入に対する図書館員の反発

　2．導入および稼動に要する多額の費用

　3．　システム維持の困難さ

などがあげられる。

　機械化システムの導入は，その強力な影響力の故に，図

書館員から種々な反発を受けており，機械化システムに

関与する職員と，その他の職員との間の意志疎通の欠如

ないしは減少をきたし，円滑な業務の遂行を妨げる場合

がある。例えば失職，配置転換，作業手順の変更に対す

る恐れ，あるいは電算機に対する感覚的な反発，2）および

導入に要する多額の費用が，バランスのとれた適切な図

書館活動の遂行を妨げるとする考えから生まれる反発で

ある。後者の立場からMason3）・4）・5）は…潔して，導入

は多額の費用を要し，その結果図書館予算の適正な配分

が困難になり，極端な場合には資料の購入費の削減にも

結びつくと，機械化システムをきびしく攻撃したため，

Salton6）が反撃するなど大きな反響を捲き起こした。

　確かに機械化システムの導入は，多額の費用を必要と

する。営利機関ではない図書館で，サービス提供効果を定

量的に測定することは容易でなく，従って費用対効果分

析を行なうのは困難である。また，単なる費用分析も現在

のところ不充分であり，導入が費用の削減をもたらすか

否かは疑問である。Masonが指摘しているのもこの点で

ある。目録作成機械化システムの開発は，目録係の人員を

減少しうるが，機械化システムの運用に，新規の職員を必

要とすることを考えれば，人件費が必ずしも削減できる

とは言い難iい。電算機の導入が社会的に未定着であった

時期には，政府その他の関係機関からの資金援助が，導入

に際して得られたが，現在ではそれはほとんど期待でき

ない。従って導入および運用に要する費用は，’電算機導

入の是非を決定する際に，ますます重要な要因となって

きている。

皿L　電算機システムの変更から生じる問題

　機械化システムの開発を行なう際には，どのような形

式で電算機システムを使用するかを，考慮せねばならな

い○

　電算機の利用方法としては，既述したように，専用機

を保有する，同一機関内の他の部門の電算機を利用する，

外部機関の電算機を利用するの3つがある。このうち，

図書館業務におけるデータ処理の特色から考えて，外部

の電算機を使用することは，図書館相互協力ネットワー

クのようにその機関が図書館業務の処理を中心的に行な

う場合を除けば，あまりあり得ないと思われる。専用機

保有の是否はなかなか決定しにくいが，財政的および経

営管理的な理由から専用機を保有しない場合が多い。図

書館におけるデータ処理は内部記憶装置を多く使用する

一方，電算機の利用頻度が比較的少ないので，専用機よ

りも大容量の電算機を共同利用した方がよいとする考え

方7）は，その一例である。

　電算機システムのハードウェアは，年月の経過と共に

その機能は低下し，ついには新機種との交換が必要とな

る。（…般に電算機本体の寿命は，平均3～5年といわれ

ている。）また，利用者の要求あるいは電算機の保有機関

の意向により，周辺装置の変更（例えば磁気ドラムの新

たな使用）も行なわれうる。さらにソフトウェアのヴァ

ージョン・アップによって，システムに新しい機能が付け

加えられることもある。このようなハードウェアおよび

ソフトウェアの変更は，電算機システムに備え付けのプ

ログラムを使用せず，独自にプログラムを開発した利用

者に大きな負担を与える。例えば，図書館機械化システム

の申には，たび重なるハードウェアあるいはソフトウェ
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アの変更のため，機能を停止したものがある。8）・9）プロ

グラムの構造は，機器構成，およびシステム・プログラ

ムの性格から強い影響を受けるためである。

　従って，メーカーの異なる電算機システムが新たに導

入される場合には，一般に既存データおよびプログラム

の変換あるいは書き換えが必要である。内部コードが機

種によって異なるのに加え，同種類のプログラミング言

語でも，その使い方に機種による差異があるからである・

これは，汎用言語といわれるCOBOLにおいても同様で

あり，旧機種のプログラムが新機種でそのまま使用でき

る保証はない。また同一メーカーの場合でも，変換あるい

は書き換えがなされることもある。10）さらに機種の変更

だけでなく，処理モードあるいは機器構成の変更があれ

ば，当然プログラムの大幅改訂は避けられない。

　旧機種のデータおよびプログラムに対しては・新機種

のメーカーによる変換サービスが行なわれることになっ

ており，各メーカーには変換業務に携わる部門がある。

しかしこのような変換は，システム・プログラムおよび

使用頻度の高い一般的なアプリケーション・プログラム

などでは円滑であるが，複雑で特殊なデータあるいはプ

ログラムの変換は，必ずしも保証されているわけではな

い。また変換作業に対する熱意もメーカーによって千差

万別であり，必ずしも満足できるサービスが期待出来な

い場合がある。

　機械化システムでは，システムの変更あるいは新シス

テムへの移行がしばしばなされるが，上記の事項を考え

ると，既存の機械化システムを新システムに変換するこ

とが，手作業システムから機械化システムに変換するこ

とよりも容易であるとは，必ずしもいえない。11）

　図書館ではデータ処理が中心的な業務の一つであるた

め，正確かつ円滑なデータ処理が常に要求される。また

データ処理の中断は業務に支障をきたすことになる。そ

のうえ機械化システムは，手作業システムに比較し，人

間よりも著しく機械に依存しているため，電算機システ

ムの変更は図書館にとって重大事である。

　電算機システムの変更は，その程度によりデータおよ

びプログラムの変換，あるいは書き直しが必要であるだ

けでなく，データ処理業務の全体的な手順，あるいはスケ

ジュールの変更などが必要である。また一定期間新旧2

つの機械化システムで平行作業を行ない，新システムの

有効性をチェックすると同時に，新システムへの円滑な

移行を計らなければならない。

　処理プログラムがアセンブラ言語で書かれている場合

には，もちろん新しい機種のものに書き変えねばならな

いが，汎用言語といわれるCOBOLで書かれていても，

新システムに適合するように書き変えねばならないこと

もある。データについても同様で，新システムで効率的

な処理を行なうために，コードの変換だけでなくフォー

マットの変更が必要になる場合もある。

　例えば，California大学San　Diego校では，逐次刊行

物の機械化システムの開発が1961年に開始され現在に

到っているが，12）機械化システムで使用する電算機は，

CDC　1604，　CDC　3600，　RCA　Spectra　70／45，　Burroughs

B－6700と変遷しており，その度に図書館は機械化シス

テムの改訂に多くの労力を注ぎ込んできた。CDC　3600

からRCA　Spectra　70／45への移行にあたっては，旧プ

ログラムがアセンブラ言語で書かれていたため，プログ

ラムの変換ではなく，全面的な書き直しを余儀なくされ，

業務の遂行に悪影響を与えた。

Harvard大学Widener図書館の貸出しシステム，お

よびBaker図書館の逐次刊行物システムでも，使用電算

機が変遷した。使用機種はいずれもIBMであったが，初

期のシステムで使用されたAutocoderによるプログラ

ムが，それぞれPL／1およびCOBOLに書き換えられ

た。13）・14）同様な事態は，British　Columbia大学の貸出

しシステム，15）Northeastern　大学の受け入れシステ

ム16）などにもみられる。

　さらに1960年代の末期に動き始めたM・1．T・図書館

の受け入れシステムは，1973年の7月掛到り稼動を中止

した。これは稼動に必要な資金を確保できなかったこと

だけではなく，電算機の変更によって生じるプログラム

の書き直しに時間がかかり，業務の遂行に支障をきたし

たことも，その大きな理由である。17）・18）

　以上のように図書館が専用機を保有せず，他の部門

（例えば大学の計算センター）の電算機を使用して機械化

システムを運用している場合には，電算機システムの変

更が与える影響は深刻である。その理由として1よ以下の

ものがあげられる。
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1． 電算機システムの変更は，その部門の事情によっ

て一方的に行なわれる。従って，一利用者にすぎ

ない図書館が，新電算機システムに対して要望

（例えば機器構成）を出しても，それが受け入れ

られる可能性は少ない。元来電算機は図書館業務

のようなデータ処理よりも，科学計算などに適し

たものであり，図書館業務に対する電算機部門の

関心は低いのが通例である。
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4．
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　従って，

新電算機システムに合わせて，しかも，機械化システムに

実際に従事する図書館員によって，変換あるいは書き直

しを行なうことがありうる。20）

　電算機部門の一方的な電算機システムの変更は，機械

化システムの無意味な改訂を余儀なくさせ，貴重な図書

館予算を浪費することになる。また機械化システムの変

更に伴なう上記のような不安定さは，機械化に対する不

信を招くことにもなりかねない。

　他方図書館が専用機を保有している場合には，長期的

な展望のもとでシステムの変更を考えることが可能であ

るため，既述したような問題は生じない。しかし，電算

機システムの運用に伴なういくつかの異なった問題に直

面する。

システム変更に関する情報の提供が遅れがちなた

め，図書館がシステム変更に対処する充分な時間

がないことが多い。

データおよびプログラムの変換，あるいはプログ

ラムの書き直しに際して，新システムのメーカー

あるいは電算機部門からのサービスは，あまり期

待できない。これは，データおよびプログラム共

に複雑で特殊であるためと，標準的な図書館機械

化システムが開発されていないためである。

新システムの開発申であってもデータ処理は継続

せねばならないため，新旧2つのシステムを使用

した平行作業が必要となるが，両システムの円滑

な使用が保証されているわけではない。例えば，

充分な時間的余裕をおかずに旧電算機を撤去する

ことが起こりうる。19）

　　図書館のデータ処理には必ずしも適当でない

IV．慶応義塾におけるシステム

　　　変更が与えた影響

　慶応義塾大学における図書館機械化システムは，’日吉

にある情報科学研究所（以下情科研と略称）のIBM

7040／1401システムを使用して，1970年研究・教育情報

センター（以下情報センターと略称）によって開始され

た。当初この機械化システムは，図書予算の消費状況と

それに伴なう伝票処理の管理を行なうBICCと，逐次刊

行物のカレント・リストの作成を行なうPICCの2つの

サブシステムから構成されており，IBM7040システム

での処理に適するように作成されたシステムであった。

　このため，1973年におけるIBM　7040／1401システム

の撤去とUNIVAC　1106システムの導入は，この2つの

システムの運用に大きな影響を与えた。また1974年に

行なわれた新機種のヴァージョン・アップは，図書館・

情報学科と情報センターとによるMARCテープの実験

プロジェクトに影響を与えた。

　A．BICCおよびPICCシステム

　BICCおよびPICCシステムの開発および運用は，

IBM　7040システムのオープン利用を通じて，全て情報セ

ンターが行なった。これは既述したように図書館におけ

るデータ処理の特色を考えれば必然であったと思われ

る。三田に本拠を置く情報センターの機械化グループ

は，情断研と電算機システムの利用時間を調整し，磁気

テープの着脱，システムのオペレートなど，電算機シス

テムを彼等自身で動かし，情工研スタッフの手を借りず

にBICCおよびPICCを運用した。このような利用体

制は，プログラムおよびデータ・ファイルに充分反映さ

れていた。

　1973年のUNIVAC　1106システムの導入は，これら

2つのシステムに大きな影響を与えた。第1図に示すよ

うにUNIVAC　1106システムは，情科研内に中央処理

演算装置，主記憶装置，各種入出力装置があり，三田お

よび矢上には入出力装置があり，通信回線で日吉と結ば

れている。なお三田にはさらにOUK　9300があり，中央

処理演算装置としても使用できるが，通常はUNIVAC

1106システムの入出力装置として使用されている。

　新システムでは，利用者は全て三田，日吉など所定の端

末装置からの利用に限られ，オープン利用は廃止された。

また，情報センターの管理下にあった磁気テープ・デー一・一・

タ・ファイルは，新システムを利用する場合には全て情科

研に管理が移されることになった。そのため，情報セン

ターが一定時間電算機を占有して，データ処理を行なう

事は不可能となり，PICCおよびBICCの改訂を余儀な

くされた。この新しい事態に対処するためにOUK　9300

システムのオープン利用も考えられたが，OUK　9300の

COBOL機能が，これら2つのシステムを動かすのには

充分でなく，最終的にUNIVAC　1106システムの利用

が決定された。

　データの変換は，UNIVAC社が用意した変換プログ

ラムを使用して行なわれた。第2図は固定長データの変

換手順を示すものである。可変長データの場合は，まず

IBM　7040のCOBOLで固定長データに直し，それを

UNIVAC　FD　COBOLの固定長に変換し，最後にUNI－

VAC　1106　COBOLで可変長に直すことによって行なわ

れた。
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　プログラムの場合は単なる変換措置では済まず，大幅

「なジステム改訂が必要であった。IBM　7040システムで

SORTを行なう場合，　SORTの対象になるデータを一

定のファイル形式に直してから，改めてSORTプログラ

ムを使用しなければならなかった。このSORTの特殊

性と処理の進行状況をチェックするために，旧機械化プ

ログラムではSTOP命令が使用されていた。しかし，新

システムでは旧システムで使用された形でのSTOP命

令は，その処理モー一一一一ドから使用出来ず，また，SORT命

令は他の命令と同様な形で使用出来るため，旧システム

でのような処理ステップは不必要になった。その他IBM

7040とUNIVAC　1106ではWRITE命令の形式など
COBOLの使い方に，異なる点がいくつかある。さらに

磁気テープだけであった旧システムとは異なり，新シス

テムではディスクの使用も可能となった。このような，

利用体制，処理モード，機器構i成の変化によって，BICC

およびPICCの両システムは，共にプログラムの全面書

き換えが行なわれた。変換および書き換えに要した電算

機の使用費用は，UNIVAC社によって負担されたが，

4000～5000ステップのBICC，約2000ステップのPICC

プログラムの．書き換えには2ケ月近く費やしており，そ

れに要した労力は，情報センターにとって無視できる程

のものではなかった。

　B．MARCテープ利用実験

　図書館・情報学科と情報センターは，MARCテー・プ

が慶応義塾の電算機システムでいかに処理しうるかの実

験を，1972～74年に行なった。この実験ではASCIIコ

ードのMARC原テープ．を，　UNIVAC　FDコードのテー

プに変換することと，変換されたテープを使用して目録

一一
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カードの作成を行なうことが，システム作成の主な目的

であった。21）

　目録データにおいてはもちろんのこと，図書館ではア

ルファベットの大文字だけでなく，小文字およびウムラ

ウト，アクサンなどの特殊文字の使用は一般的であり，

特に小文字の使用は，データの読み易さを考えれば当然

必要である。従って，この実験では小文字および特殊文

字も扱えるシステムの作成を考えた。

　ところでUNIVAC　1106は科学計算向きの電算機で，

1文字が6ビットで表わされるワード・マシーンであ

り，文字処理が処理の中心である図書館業務には，必ず

しも適した電算機ではない。

　1つの文字に割り当てられるビット数が多ければ多い

程，多種類の文字を表わすことができる。例えば，

MARC原テープのように大文字だけでなく小文字をも

考慮する場合には，1文字が8ビットで表わされること

が必要である。しかし，1文字が6ビットのUNIVAC

1106では小文字を扱うことは出来ず，このため，MARC

テープを普通に変換した場合には，変換済テープからは

大文字だけの目録カードしか作成出来ない。

　MARCテープの実験にとって幸いなことには，　OUK

9300では1文字が8ビットで表わされるため，大文字

と小文字との区別が可能であり，さらに印刷装置にバー

を使用しているため，大小文字を埋め込んだバーを開

発し，既存のバーと交換すれば，小文字データの印刷が

可能であった。またUNIVAC　1106システムでは9ト

ラック（1文字が8ビット）磁気テープの処理も可能で

あった。従って，　UNIVAC　1106システムでも処理を

複雑にすれば，大小文字混在の文字データの処理が可能

であった。

　UNIVAC　1106のCOBOLでは処理が全て6ビット

単位で行なわれるため，入力されたASCIIコードの

MARCデータは，　UNIVACコードに変換すると同時に，

それが大文字であるか小文字であるかを示すシフト・コ

ードを挿入する。従って，変換されたデータの文字数は，

使用されたシフト・コードの数だけ長くなり，また変換

に要する時間および変換済テープを処理する時間は，シ

フト・コードの処理に要する時間だけ長くなる。第3

図はMARCテープの変換手順を示すものである。

　変換済テープから目録カードを作成する場合には，デ

ータを目録カードの形式に編集しなければならないが，

変換済テープには目録カードの内容には関係ないシフト

・コードが混在しており，それを考慮してデータの編集

を行なわねばならない。編集されたシフト・コード付き

6ビットデータは，AEDITO　と呼ばれるサブルーチン

で大小文字混在の8ビットデータに変換される。従っ

て，編集作業は，AEDITOを使用した結果が目録カード

の形式になるように行なわねばならないため，非常に複

雑であり，また処理時問も長くなる。第4図はその流れ

図を示すものである。

START

MARC
原テープ

UNIVAC　コード
に変換

シフト・コードの
挿入

変換済

テープ

END

第3図MARCテー
　　　　プの変換手順

（STARD

@変換、済

@テープ

目録カード

`式に編集

AEDITOの
@　CALL

WRITE

（END

　　　　第4図

目録カードの作成手順

　複雑なMARCテープ処理システムが一…応完成してか

ら1年も経過しない1974年11月に，システム・プログ

ラムのヴァージョン・アップがなされ，UNIVAC　1106

COBOLでも8ビットデータの処理が可能となり，　AE－

DITOサブルー・チンも必要なくなった。これは，処理時

間の短縮，および処理に要する費用の削減をもたらすの

で，この限りにおいては好ましいことであった。しかし，

他方ではプログラムの部分的修正を必要とさせ，同時に

不必要に複雑なプログラムの作成に費やした労力および

費用を無為にした。もしヴァージョン・アップの期日が

かなり前にわかっていれば，この様に複雑なプログラム

は作成されず，ヴァージョン・アップを見越したプログ

ラムが作成されていたであろう。

V．システム変更に対する対応策

電算機システムは科学計算向きに開発されたものであ

るため，そめ処理および出力は，数字データを中心とし
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ている。そのため，主として文字データの処理を行なう図

書館は，電算機システムの利用者の中では現在でも特殊

な存在である。従って，電算機システムの変更にあたっ

て，図書館の意向が反映されるのは容易ではない。慶応

義塾においてUNIVAC　1106の導入およびそのヴァージ

ョン・アップに関して，図書館が前もって充分情報を得て

いたとはいい難く，図書館の意向がシステム変更に生か

されたわけでもない。MARCテープの実験ではOUK

9300の印刷装置で使用するため，大小文字混在のプリ

ント・バーを高い費用を費やして作成したが，将来

OUK　9300を他の機器に変更する際，このプリント・バ

ーが生かせる機器が導入される保証もないのである。

　電算機システムの変更によって生じる問題を回避する

ためには，2つの方向が考えられる。1つは電算機部門

との意志疎通に十二分に力を入れ，電算機利用に関して

図書館の優先度を高めることである。専用機を保有しな

い図書館が，機械化システムの開発にあたって，将来にお

ける電算機システムの変更予定を，計画中に組み込むこ

とは困難であり，従って，システム変更についての情報

をどれだけ早く得られるか，およびどの程度図書館の要

望をシステム変更に反映しうるかに，円滑な機械化シス

テムの運用は依存している。そのためには，図書館のデ

ータ処理の特殊性および重要性を，電算機部門に充分理

解させることが必要である。図書館が重んらの影響力を

も行使できない場合には，安易に他部門の電算機を使用

するのは危険である。22）図書館業務におけるデータ処理

には中断が許されないからである。

　他部門の電算機を利用する場合には，いかにその部門

との意志の疎通に努力したとしても，図書館業務の遂行

にとっては都合の悪い，システム変更がなされる事があ

る。その際，もしシステム変更により，プログラムの大

幅な書き換えが避けられない場合には，旧システムの焼

き直しではなく，新たな機能を付け加えた完全に新しい

システムの開発も考えるべきであろう。

　日本科学技術情報センターでは，1967年に・FACOM

230－50を導入し，科学技術文献速報の編集処理を開始

したが，現在では，HITAC　8450にシステムを変更し，バ

イト・マシーンで可変長データの処理が容易な，ディス

ク・べe・一一一スの新電算機システムの機能を充分に生かし，

全く新しいシステムを開発した。日本科学技術情報セン

ター一月使用する電算機は専用機であるため，事情は異な

るが，システム変更の際にとられたその考え方は，他部

門の電算機を利用する場合にも，同様に適用できる。

　2番目の方法としては，専用のミニコンを保有するこ

とが考えられる。

　ミニコン（mini－computer）とは，本格機に比較し記

憶容量および端末機数などが少なく，従ってシステム構

成が小型であり，かつ低価格の電算機であると，一般に

いわれており，演算機能よりもむしろ入出力制御の機能

に，重点がおかれている。また，記憶容量の拡張，磁気

テープやディスクの取り付けも可能であり，かなりの量：

のデータ処理をも行な：いうる。23）

　このため，ミニコンの使用は，標準的な電算機に比較

し，必要とする経費は少ないが，それにもかかわらず図

書館業務を充分処理しうる機能を保有していると思われ

る。24・25）また操作が容易である事も利点としてあげら

れる。ミニコンを使用した機械化システムとしては，

Cleveland　Public　Library，26）Minnesota大学の獣医学

図書館，27）などがあり，日本でも東京都下の公共図書館

の貸出し業務にミニコンの導入が行なわれている。

　従来，リモ■一・一・ト・バッチ・ターミナルの制御装置として

は，専用の制御装置が用いられていたが，最近のミニコ

ンの急速な性能の向上，および価格の低下によって，ミ

ニコンが遠隔制御装置として利用されるようになった。

これは遠隔制御装置に必要な全ての機能が，ミニコンの

ハード・ウェアおよびソフト・ウェアで実現可能だから

である。28）

　従って，図書館にミニコンを導入する場合に，第1図に

おけるOUK　9300の役割をミニコンに持たせることが

可能となる。その結果目録データ等大容量のデe・一一・タ処理

は，ミニコンを通信制御装置として使用し，電算機部門の

大型電算機による処理を行ない，他方，貸出し業務等デ

ータ処理があまり多くない業務に関しては，ミニコンを

大型電算機とオフラインにし，通信制御装置としてでは

なく，演算処理装置として使うことが考えられる。この

場合でも，大型電算機を使用する処理プログラムは，電

算機部門のシステム変更によって影響を受けるが，ミニ

コンを使用するプログラムについては問題がなく，全体

としてシステム変更から生じる影響を最小限に押えつ

つ，電算機を効果的に利用することが可能となる。なお，

ミニコンと類似した特色を持つものとして，マイクロ・

コンピューータ（micro－computer）29）があるが，これは入

出力機能が弱いため，現時点では図書館業務には適さな

いと思われる。

　以上から，ミニコンの機能および能力を調査し，機械

化システムに課せられた業務を遂行しうる適切なミニコ
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電子計算機システムの変更が図書館機械化システムに与える影響

ンが得られるならば，それは機械化システムの円滑な発

展に寄与するものと思われる。

結 語

　図書館機械化の四則が問われるときには，導入時のシ

ステム作成および稼動に要する費用，労力はよく問題に

されるが，電算機システムの中途変更がもたらす影響に

ついての論議は少なく，あまり重要視されていないよう

である。例えば，電算機センターの利用が容易であるこ

と，30）あるいは電算機を無償で使用できることなどを，

機械化システムの開発理由とするのはその良い例であ

る。

　いかに経費を要するとしても，現在の情報化社会にお

いて，図書館がその機能を充分に遂行するためには，機

械化を避けることは困難になると思われる。従って，図

書館の機械化の目的を，経費の削減ではなく，より質の

高いサービスを安定して提供することに，求めるべきで

ある。そのため機械化システムの永続的な稼動が，機械

化システムの導入にあたって最も重要な考慮事項の1つ

となる。この点から，電算機システムの中途変更によっ

て生ずる悪影響をできるだけ押える対策を，前もってた

てておく必要がある。

　電算機システムの中途変更から生ずる問題は，電算機

システムが図書館業務的なデータ処理にも適した機能を

常に持つようになれば，かなり削減される。しかしメ・・一一一

カーにとってまだ図書館業務は市場として魅力あるもの

とはいい難く，図書館業務をも考慮：したシステムの開発

は遅れている。

　従って，もしさらに多くの図書館が機械化に取り組み，

またその業務の性格特色を広く理解させることによっ

て，電算機システムを共同利用する場合にも，図書館の

立場が強く考慮されるようになろうし，また図書館業務

に最適なミニコンの開発と供給も行なわれるであろう。
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